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2 Fa-5　　　エイジング時の湿度が被服に付着した油脂汚れの自動酸化並びに洗浄性に

及ぼす影響
杉原黎子･ ○安藤久子̈ 藤谷　健.3     （･岡山大* ≪岡山女子短大･3 広島経済大）

目的　家庭洗濯における省資源・環境負荷軽減を目的として,衣類のまとめ洗いや洗濯液

の繰り返し使用を行うとき,家族構成員の減少や洗濯機の大型化の進行した現代では，汚
れた衣類を長時開放置することになるため,汚れの変質が懸念される。演者らは,これまで，

被服に付着する皮脂汚れに着目して，エイジング時の温度や日数がその変質や洗浄性にど

のような影響を及ぼすかについて検討してきた。本報では,湿度の影響について調べた。

方法　皮脂汚れのモデルには,従来に引き続いて精製ラードを,試験布には,綿カナキン
(Co 布）とポリエステルモスリン(Pe 布）とを,糊抜き・脱脂して用いた。これをﾀﾃ10 cm

×ﾖｺ9  cmに裁断し,布１枚当たりO.lg のラードが付着するように,ラードのベンゼン溶液を

塗布して汚染布を作製した。エイジングは｡恒温恒湿器(LHL.n2T  ﾀ ﾊﾞｲｪｽﾍ）ｸ）中で,40℃

50%  RH 及び90%  RH で行った。エイジング後の汚染布からラードを抽出し,自動酸化の指
標として過酸化物価（ＰＶ）とカルボユル価（ＣＶ）を測定した。　さらに,4o℃の0.2%  LAS

溶液中で恒温振畳機を用いて10 分間洗浄し,洗浄布に残留したラード量をGLC により定量

して,洗浄による除去串を算出した。
結果　①布帛上のラードのPV ・ cv は,エイジング日数と共に増加したが,その速度はCo

布に比べてPe 布の方が大であった。②酸化に対する湿度の影響は,Co 布では50%  RH より

90%  RH の方が酸化速度が大であったが,Pe 布ではほとんど認められなかった。③汚れ除去

率は.Co 布の場合｡50%  RH ではエイジング開始から20  日までの間に0% まで徐々に低下し

だのに対し90%  RH では５日間で急減した
 
  Pe布では,湿度に関係なく低い値を示した。

2 Fa-6　　　　家庭洗濯に関する研究 第＼i報〉

一最近の回転ドラム式洗濯機の洗濯性能と洗剤の適合性－

ライオン家庭科学研究所　　　 ○山田有紀・山崎久生・西尾宏・瀬間徹

[目的] 回転ドラム式洗濯機は、同一槽で洗濯・乾燥が可能で、特に欧州を中心に多く用

いられていた洗濯機であるが、我が国においても節水・省手間・省スペースなどの利便性

を背景に、国内向けの機種が導入されつつある。演者らは、これまでもドラム式洗濯機を

始めとして、各種洗濯機の問題点や洗剤との適合性について種々検討してきた
ｏが、本報

では、特に国内向けとして製造されはじめた最近のドラム式洗濯機に着目し、その洗濯性

能、適切な洗剤使用量などについて、海外ドラム式洗濯機、国内従来型洗濯機と比較対照

して検討した。
[方法] 国内メーカードラム式洗濯機２種、海外ドラム式洗濯機２種、国内従来型洗濯機

２種を用い、日本国内で一般的と想定される各種洗濯条件で、一部繰り返しも含む洗浄試

験を行った。評価項目としては、洗浄行程(時間、水量)、洗浄性、洗いムラ、起泡性、再

汚染性、被洗物の損傷性、被洗物の風合いなどである。
[結果] 最近の国内向けドラム式洗濯機は、欧州のドラム式洗濯機と比較して洗浄・すす

ぎ時の水量は多いが、国内従来型全自動洗濯機の半分程度である。

また、回転ドラム式洗濯機での洗剤の標準使用量は、従来の水量による基準ではなく、

被洗物の量に対して設定されることが望ましく、洗浄性・再汚染性などを考慮すると、国

内従来型洗濯機の標準的な洗浄性能を維持するために必要な洗剤量(M) は、ほぼ、M＝a＋bF

(F:被洗物量,   a, b:定数)で表される。
1)例えば　本木ら：第22回洗浄に関するシンポジウム講演要旨集(東京)p. 47(1990)
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